
Ⅰ．はじめに

　キョウチクトウスズメ（Daphnis nerii）は東南アジアからア
フリカに分布し，１９７０年代な沖縄で偶発的な記録があるのみで
あったが，１９８０年には鹿児島で大発生が起きた（田口・大坪，　
１９８１）。その後福岡県（Ohba et al., １９９９），大阪府（金沢・松本，　
２０００），和歌山県（乾風，１９９８；村瀬１９９８），小笠原（大林１９９８，　
２００３）においても発生が記録され，発生の拡大が懸念されるスズ
メガの一種である。夏季に世代を繰り返して北上していると考え
られるが，日本本土では越冬はできないことが示唆されている
（Ohba et al., １９９９）。しかし越冬の直接観察は殆ど行われていな
い。２００７年１０月，森林総研九州支所構内に植栽されたキョウチク
トウにキョウチクトウスズメの発生があった。そこで終齢幼虫か
ら飼育をおこない，得られた蛹を野外の網室に入れて越冬の可能
性を直接調査した結果を報告する。

Ⅱ．材料と方法

１．採集　
　キョウチクトウスズメの終齢幼虫を森林総合研究所九州支所構
内のキョウチクトウ枝上に多数発見し（２００７年１０月１５日），幼虫
を採集した（１０月１９，２０日）。１０月１５〜２０日までの間に，適宜野
外観察を行った。
２．飼育
　室温約２５℃，自然日長下，キョウチクトウの葉を与えて３３頭の
幼虫を２個の水槽内で飼育した。蛹化した蛹の内１２頭は室温で羽
化させ，２０頭を野外の網室に埋め込んだ。飼育中に幼虫の頭幅と
体重，蛹の体重を測定した。
３．越冬調査
　得られた蛹２０頭を野外の野外網室内に埋めた。すなわち，深さ
約５cm幅１０cm長さ２０cmの溝を網室の地面に掘り，コジイの落
葉を敷き詰め，その上に蛹を置いた。さらに，その上に落葉をか
ぶせた。この作業は１１月３日に行った。１週間に一度，蛹の発育

状態と生死（ピンセットで触り体が動くかどうか）を記録した。
温度センサーを落ち葉内に差し込み，蛹を埋め込んだ深さにおけ
る温度を１１月５日から１時間ごとに自動記録温度計により記録し
た。

Ⅲ．結果

　終齢幼虫の体重は７．４±１．２g（ave. ±S. D., N＝１０）であった。
頭幅は２頭測定し５．１㎜，５．５㎜であった。鮮やかな黄緑色であっ
た体色は，終齢の末期になると頭の後方部が黄色くなり始め，最
終的にはくすんだ黄色の腹面と黒色の背面に変化した。その体色
の変化は約６時間以内で終了した。野外で，蛹化のために地上を
徘徊していた終齢幼虫はみなこの色であった。飼育した幼虫は１０
月２１日に前蛹になり２６日までの間にすべての幼虫が蛹化した。蛹
の体重は４．９±１．０g（ave. ±S. D., N＝２０）であった。１１月６，７日
の２日間に１２頭すべてが羽化した。
　野外網室における羽化，死亡の推移を図－１に示した。１頭が
１１月１０日から１６日の間に羽化したが，その後は１１月２４日以降，１２
月７日までの間に集中した。しかし，正常に羽化したのは１１月１６
日に観察された１頭だけであり，それ以外の羽化個体は，羽が伸
展しきっていなかった。羽化個体は野外の低温状態では殆ど動か
なかった。
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図－１．埋めこみ蛹の羽化・死亡推移



　同時に１１月２４日以降１２月１４日までの間に蛹の死亡が集中した。
最終的に，２００８年１月下旬までに残った蛹は全て死亡した。室内
飼育，越冬調査共に幼虫蛹からの捕食寄生者の発生は無かった。
　埋めこみ環境の温度は（図－２），１１月中旬までは最低気温が
１０℃以上の日が継続していたが，それ以降は１０℃を下回り，１２月
上旬にはほぼ０℃に達した。
　

Ⅳ．考察

　今回の観察記録から，室温２５℃ではキョウチクトウスズメの蛹
期間は約２週間であると考えられた。これは，田口・大坪
（１９８０）の記録と合致する。１１月１６日までは比較的気温が高かっ
たので，羽が正常に伸展したと考えられる。それ以降の羽化個体
は最高気温が１０℃前後と低い状態になっていた為，羽の伸展に悪
影響がでたと考えられる。
　その後，１１月３０日までの１週間において，最低気温の急激な降
下により（最低気温６．２℃）死亡個体が発生し，さらに日数の経
過と共に最低温度が０℃近くまで下降したことにより死亡数がさ
らに増えたものと考えられる。
　Ohba et al. （１９９９）は，福岡県における春季から夏季までの本
種が発生しないことにより，越冬はできないものと考察した。こ
れに先立ち，田口・大坪（１９８１）は，１９８０年１１月初旬に野外採集
した本種の蛹を植木鉢に入れて野外に放置して越冬の可能性を調

査した。１月初旬に観察を行い，蛹が死亡していることを確認し，
３月の野外調査において，発見された全ての蛹は死亡していたこ
とを報告した。また，１月下旬に生きた蛹が野外から採集された
例があるが全て捕食寄生者による寄生をうけており，彼らの観察
では越冬例は見つからなかったことが記録されている。本研究で
は，蛹を直接野外の落ち葉内に埋めこみ越冬の可否を判定した。
今回調査に用いた蛹は，埋め込み時に少なくとも蛹化後８日経過
した蛹期間の後期の個体であったが，そのような個体であっても
完全な羽化には至らず，多くは冬季に死亡することが判明した。
すなわち，キョウチクトウスズメは，熊本市内で１０月中旬以降に
蛹化した場合，正常な羽化ができず，さらに越冬もできないと考
えられた。
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図－２．蛹を埋めこんだリター内の温度


